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原子力・放射線教育の課題
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原子力・放射線の
持続的利用

• 国民の理解の向上
• 優れた人材の確保

原子力・放射線教育の充実

• 少子高齢化
• 理科（原子力）離れ
• 大学教員数削減

文部科学省：補助事業「国際原子力人材育成イニシアティブ事業」
令和２年以前：最長３年、採択された機関独自のプログラムを実施



未来社会に向けた先進的原子力教育コンソーシアム（ANEC）の構築
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ANECコンソーシアム内外の展開による相乗効果
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1. 構成機関の相互補完による体系的な専門教育カリキュラムの共用
2. 大型実験施設や原子力施設等における実験・実習の実施
3. 国際機関や海外の大学との組織的連携による国際研鑚
4. 産業界や他分野との連携・融合
5. 効率的なマネージメントシステム



ANECの組織体制（設置当初）
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＊2021年 原子力安全先端研究・教育センター設置



オープン教材（OER)とは
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教育改善
•反転授業の実施
•学習管理システム 
の活用

生涯教育
•オープン教材公開
•MOOC開講

インターネット上に公開され、自由なアクセス、使用が可能

教材蓄積
•オープン教材制作
•ライブラリー化



北大拠点におけるオープン教材（OER)の制作・活用
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https://ocw.hokudai.ac.jp/?lang=ja



北大拠点におけるオープン教材（OER)の活用
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https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/backend-radioactive-waste-disposal-engineering?movie_id=21755



北大拠点におけるオープン教材（OER)の活用
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https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/

2013年からの10年間における累積公開数：144件[2023年10月現在]
（令和４年度収録数57講義、公開数28講義）



オープン教材（OER)の活用
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英語版大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）
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・2015年7～8月に開講
・登録者数：4,342名（全世界133ヶ国）



日本語大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）
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放射線・放射能の科学
・放射線の基礎～放射性廃棄物処分まで
・2020年3～5月に開講。2021年2～4月、

2023年3～5月に再開講。
・講師７名
・登録者数：4,432名（合計）

修了者は、社会人が半数以上

受講者年代 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 その他 合計

受講登録数 285 471 381 455 530 560 362 644 3,688

受講登録構成比 7.7% 12.8% 10.3% 12.3% 14.4% 15.2% 9.8% 17%

受講者の年齢構成

→ 新たなコース（「高レベル放射性廃棄物の地層処分」）の開講を準備中



原子力規制庁・原子力規制人材育成事業の採択
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令和５年度原子力人材育成等推進事業費補助金
（原子力規制人材育成事業、R5～R9年度）の採択

①確率論的リスク評価

澤 和弘・張 承賢
（北大・工・応用量子）

④放射線防護

久下 裕司（北大・ RIセンター）・
野矢 洋一（北大・安全衛生本部）

③原子炉工学

千葉 豪
（北大・工・応用量子）

②過酷事故・
放射性物質の放出

河口 宗道
（北大・工・応用量子）

⑤外部ハザードとその対応

稲津 將
（北大・理・地球惑星）

原子力安全規制に関する５項目に関するオープン教材の開発と、
それを活用した実験・実習・セミナー等を実施する



まとめ
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文部科学省補助事業の下、未来社会に向けた先進的原子力
教育コンソーシアム（ANEC）を構築し、原子力・放射線教育を
推進している。

北大拠点においては、原子力および放射線分野のオープン教
材の制作・公開を進め、2013年からの10年間に136の講義を
公開、累積再生数は10万件を超えた。

英語版および日本語版のMOOC（大規模公開オンライン講座）
を開講し、それぞれ約4,000名の履修登録があった。

MOOCは、若い世代への工学教育ならびにリカレント教育に有
効な手段であることが確認された。

オープン教材のみならず、それを用いた教育プログラムの構築
が重要であり、原子力規制人材事業と合わせて、教育改善を進
めている。

＜謝辞＞ 本事業は文部科学省の補助金（国際原子力人材育成イニシアティブ事業）によって実
施した。関係の皆様に感謝申し上げます。
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＜謝辞＞ 本活動は文部科学省の補助金（国際原子力
人材育成イニシアティブ事業）によって実施した。関係の
皆様に感謝申し上げます。

ご清聴ありがとうございました。
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